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①～⑥ 動力消防ポンプ設備概要表に準ずる。 

⑦ 各階の床面積，送水区域数及び設置ヘッド個数を記入し，1送水区域内に2

以上の防火区画の有無で該当するものを○で囲む。 

⑧ 連結散水設備の基準3⑶（スプリンクラー設備の基準Ⅱ4⑵に該当する部分

を含む。）によりヘッドを省略した部分の用途（名称）及び当該床面積を記

入し，代替区画に用いる特定防火設備である防火戸又は防火戸の別，開口部

面積（防火戸等の設置してある部分の面積の合計をいう。）及び内装材料（下

地共）を記入する。代替設備を設ける場合はその設備名を記入する。 

⑨ 該当するものを○で囲む。 

⑩～⑫ ヘッド間隔，標示温度及び1 個のヘッドの水平警戒距離を記入する。 

⑬⑮  起動方式は開放型の場合のみ記入し，⑮の起動装置は感知器，スプリン

クラーヘッドの別を記入する。 
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⑭⑯  開放弁，制御弁の設置個数を記入する。なお，閉鎖型の場合は⑭の欄は

無記入とする。 

⑰ 自動警報装置の種別，最大警戒面積を記入し，設置箇所は防火対象物全体

の設置個数を記入する。 

⑱ 自動火災報知設備の受信機又は総合操作盤の位置を記入する。 

⑲ 位置及び設置箇所を記入する。 

⑳ 配管にかかる最大圧力を記入する。 

○21～○24   使用する配管のJIS番号と水圧試験圧力を記入し，吸水管，主管，配

水管（横引き管等をいう。）の口径を記入する。管継手は該当するものを○で

囲む。 

○25  設置数，配管口径及び地盤面からの高さを記入し，埋込みかスタンド式か

該当するものを○で囲む。 

○26  加圧送水装置概要表を添付する。 

○27○28  設計圧力，ヘッド，配管の摩擦損失計算等を行い，それらの結果を記入

し，その計算書を添付する。 

○29○30  動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


